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a) 動物に Catron (0.01 mgjg) を腹腔内注射し， 5 時間後に DL.ふHydroxytryptopharト3・C14 を
0.5μCjg 腹腔内一回注射したっ注射後 5 分， 15分， 30分， 1 時間， 6 時間， 24時間後に殺した。
b) 動物に DL-5-Hydroxytryptamine-2“C14 を 0.5μcjg 腹腔内一回注射した。注射後 5 分， 15分，
1 時間， 3 時間， 6 時間， 24時間後に殺した。
何れも直ちに脳を取り出し， 109づの ril性ホルマリンで同定し，パラフィン切片そ作り KODAK
NTB2 でフィルムをかけオートラジオグラフ標本を作成した。
lI J 電顕的オートラジオグラフィー
成熟雄性ラットに DLふHydroxytryptophan _H3 (G) を 5μcjg 腹腔内一回注射し， 1 時間後に 5%
グノレター lレアノレデヒドで生体固定し，脳部を取り出し更に 1% OS04 で再固定，エタノーノレ系列で脱





の取り込みが細胞内， 特に細胞聞に正Lt1隆起部では i付属より外層に多く， 何れも 30 分で最 I削直に達
し， 24時間後でも尚中等量存在す白
2 )尾状核，扇桃核及び自律性の部として室労核，視床下部(前核，腹内側核) ，青斑核， Nucleus 
raphe magnus，迷走神経背側核では， 大体似た取り込みを示し，注射後初期より細胞間 neuropil に
多く， 30分で最高値を示す。細胞質内，核内への取り込みは少ない。
3 )三叉神経連動核，舌下神経核では， 30 分で核内に最高の取り込みを示し，細胞問 neuropil に
は取り込みが少なく，細胞質内では 1 時間に最高となる。しかし，自律性の部位での取り込みに比し
て全般的に少ない。
4) 三叉ネIj!経 rll脳路核では，注射後 30 分で細胞問 neuropil で最高で細胞質内，核内への取り込み
は少ないD しかし自律性の部よりも少なく，三叉神経運動核，舌下神経核での取り込みよりは多い口
C14_5 HT 注射によるオートグラムの所見





細胞間 neuropil 上にある口前者の 25--305ぢは核上に，残りは納胞質上に枕する。後者の wH粒子の約
半数は，シナプス末端上にある。次に視床下部腹内側核で合粒小胞との関連性を知るためシナプス末
端上の銀粒子中，合粒小胞を含む末端と普通のシナプス小胞のみを含むものとの訓合をみると 3 : 1 
である D
(総括1








セロトニンの脳内の存在様式を組織化学的に解明する為にラベノレした 5-HTP 及び 5・HT をマウ
スとラットの末梢に投与しその脳内への取り込みを光顕的のみならず電顕的に追究した。光顕的オー
トラジオグラフィーではカトロン (0.01 mgjg) で前処理したマウスに C14-5HTP (0.5 /1.cjg) 腹怜内に
~ 192~ 
注射し，又別の動物に C14_5HT (0.5μcjg) 腹腔内に注射し各時期に殺し，脳部を取り出しオートラ
ジオグラム標本を作成した。 C14_5 HTP では室芳構造，自律性の部と辺縁系 lこ著切に取り込まれ注射
後初期より細胞間 neuropil への取り込みが著しい o C14-5 HT では前記室芳構造にのみ取り込まれ，
一般脳実質には入らない凸又， H3_5 HTP 注射後 1 時間に取材した尾状核と視床下部腹内側核の電顕
オートラジオグラフィーでは，銀粒子は neuropil に著明に取り込まれ，特にシナプス末端上に多く，
更に視床下部では合粒小胞を含むシナプス末端上に集合する傾向がある口
本実験はラベノレしたセロトニンの前駆物質の脳内取り込みの局在を光顕的並びに電顕的に詳細にし
たもので，特にセロトニン形成は神経終末でも起り得る事，更に含粒小胞との関係を明らかにしたも
ので価値あるものと認める口
